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1. 授業の概要（ねらい）
　保育者は、保護者との良好な関係を築き、子どもたちの育ちにとってより良い保育環境を創造していくことが求められ
る。また、近年、家庭の教育力の低下などが指摘されており、保護者に対する支援の必要性が増大している。さらに、家庭
の在り方が多様化し、家庭での養育に関する問題も複雑化している。したがって、保育者に求められる役割は、さらに高度
化し、重みを増しているといえよう。
　保育者は、子どもの支援者としてだけでなく、保護者の子育てに関する支援者として、支援の理念、精神、技術を身につ
けていかなければならない。また、保育者の職域は、保育所以外に多様な児童福祉施設に亘り、支援者としての役割は広
範に及んでいる。それらを踏まえ、本授業では、現在、保育者にもとめられる保護者支援に関わる相談、支援の方法と技術
について、グループワークやロールプレイなどを通して、実践的に学んでいく。

2. 授業の到達目標
　保護者と信頼関係を築き、ともに子どもの成長発達を支える保育者の役割について理解する。　
　保護者のニーズを理解し、保育者の専門性を生かした支援の在り方について実践的な援助方法を考えることができる。

3. 成績評価の方法および基準
　授業への参加度・発表・小レポート（50％）、学期末テスト（50％）を総合して評価する。

4. 教科書・参考文献
教科書
『保育所保育指針』
その他は授業で、適宜、プリントを配布する。また、参考文献は授業内で紹介する。

5. 準備学修の内容
　・授業では、テーマにそって、グループワークやグループ単位の発表を行うため、その発表の準備を行う。
　・小レポートの作成を行う。

6. その他履修上の注意事項
　ロールプレイや授業への積極的な参加を望む。

7. 授業内容
【第１回】 　保育相談支援とは

　①現代の子育て状況
【第２回】 　保護者支援としての保育の専門性(保育所保育指針を通して）

　①保育者の専門性とは
　②保護者のニーズを知る

【第３回】 　保護者の成長を支援する
　保護者の成長を支援する保育者の専門性について理解を深める

【第４回】 　保護者支援の方法と技術①
　保育場面のロールプレイを通して保育者による支援の在り方を学ぶ『お迎え場面』他

【第５回】 　保護者支援の方法と技術②
　保育場面のロールプレイを通して保育者による支援の在り方を学ぶ『トラブル場面』他

【第６回】 　保護者支援の方法と技術③
　保育場面のロールプレイを通して保育者による支援の在り方を学ぶ『困難なケース』

【第７回】 　気になる子の保護者への支援
　事例を通して、気になる子の理解とその支援について検討する

【第８回】 　保護者のニーズと保育者の思いについて知り、保護者と保育者の連携について考える
　資料を読み、グループで話し合い、ＫＪ法で整理する

【第９回】 　保護者の連携について、グループワークの結果を発表する
【第10回】 　連絡帳、おたより、保護者会など、保護者との関係形成手段について学ぶ
【第11回】 　実例をもとに、連絡帳を作成する

　グループで共有する
【第12回】 　具体的な悩みに対する支援を“おたより”の作成を通して考える
【第13回】 　おたよりのグループ発表を行い、具体的な悩みに対する支援の在り方を検討する
【第14回】 　職員間の連携

　保育カンファレンスの事例を検討する
【第15回】 　まとめと試験


